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我々は、2018 年 9 月 7 日太陽 X 線観測ロケット実験 Focusing Optics Solar X-ray Imager の 3 回目の打ち
上げ (FOXSI-3) に成功した (2018 年度秋季 成影他, 2019 年春季年会 成影他、石川他)。FOXSI は太陽の小規模
なエネルギー解放や高エネルギー現象を捉えることを目的とし、過去 2 回の打ち上げでは高感度の硬 X 線観測
により太陽コロナ中のわずかな超高温 (10 MK 以上) プラズマの評価を行ってきた (Ishikawa et al. 2014; 2017)。
FOXSI-3 は最高到達高度約 300 km の弾道軌道で約 15 分間飛翔し、活動領域・静穏領域・太陽の北極域といっ
た X 線輝度の異なる 3 つの太陽コロナ領域を、約 6 分間観測した。これにより史上初めて、太陽のほぼ全面に
わたって 0.5 – 5 keV の軟 X 線領域において X 線光子一つ一つのエネルギーを検出する photon-counting の手
法による撮像分光観測データを得ることができ、合計数百万個以上の軟 X 線光子の検出に成功している。
本講演では、太陽からの強烈な可視光を遮断するための遮光フィルター開発 (2019 年春季年会 三石他) におい

て、特に UVSOR で実施した軟 X 線透過率測定とその一様性調査結果について詳細にのべる。またロケット実
験で得られた各観測領域からのエネルギースペクトル解析において、温度・エミッションメジャーをはじめ、鉄・
マグネシウム・シリコンなどの重元素量の空間分布と時間変動について、初期解析結果を簡単に報告する。


